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展
示
報
告

特
別
展

「
観
潮
楼
の
逸
品

     ―

鷗
外
に
愛
さ
れ
た
も
の
た
ち
」 

    

会
期
：
２
０
２
１
年
４
月
３
日（
土
）〜
９
月
12
日（
日
）

                   ※

４
月
25
日（
日
）〜
５
月
31
日（
月
）臨
時
休
館

　

文
京
区
で
は
、
当
館
が
開
館
す
る
以
前
の
平
成
16
年
に『
所
蔵
資
料
図

録  

第
２
集「
手
回
品
・
生
前
記
念
品
・
家
蔵
品
ほ
か
」鷗
外
愛
用
の
品
々
』

を
発
行
し
ま
し
た
。
本
展
は
、
鷗
外
日
記
や
書
簡
、
家
族
の
随
筆
、
記

録
な
ど
を
も
と
に
、
鷗
外
が
生
前
所
有
し
て
い
た
品
々
に
つ
い
て
再
調

査
し
、
そ
の
後
に
収
蔵
さ
れ
た
資
料
や
新
事
実
を
加
え
た
上
で
、
当
館

所
蔵
の
鷗
外
旧
蔵
品
を
一
堂
に
展
示
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

鷗
外
旧
蔵
品
は
、
文
具
、
印
章
、
喫
煙
具
、
絵
画
、
書
、
記
念
品
と
、

い
く
つ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
展
で
は
、
こ

れ
ら
を「
鷗
外
が
使
っ
た
も
の
た
ち
」「
観
潮
楼
を
飾
っ
た
も
の
た
ち
」に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
展
示
室
と
第
二
展
示
室
と
で
展
覧
し
ま
し
た
。

　
「
鷗
外
が
使
っ
た
も
の
た
ち
」と
い
う
視
点
で
文
具
や
印
章
な
ど
を
見

る
こ
と
で
、
そ
こ
に
付
着
し
た
墨
や
朱
肉
な
ど
が
大
き
な
意
味
を
持
つ

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
鷗
外
の
言
葉
を
紐
解
い
て
も
、
鷗
外
は
自

身
の
持
ち
物
に
つ
い
て
多
く
は
語
っ
て
お
ら
ず
、
な
に
を
ど
の
よ
う
に

使
用
し
て
い
た
の
か
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

墨
や
朱
墨
な
ど
の
も
の
の
痕
跡
を
辿
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
使
用
し
て

い
た
鷗
外
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鷗
外
と
同
じ
空
間
、

同
じ
時
間
を
共
有
し
た
も
の
た
ち
を
と
お
し
て
、
鷗
外
の
息
遣
い
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
度
の
調
査
で
新
た
に
判
明
し
た
事
実
も
あ
り
ま
し
た
。
魚
袋（
朝

廷
の
儀
式
で
着
用
さ
れ
た
装
束
に
吊
る
す
飾
り
具
）を
か
た
ど
っ
た
卦
算

に
つ
い
て
、
佐
佐
木
信
綱
主
宰
の
竹
柏
会
の
大
会
参
加
者
に
贈
ら
れ
た

記
念
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
同
会
の
機
関
誌「
心
の
花
」を
調
査
し
た
こ

と
で
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鷗
外
が
来
客
時
に
の
み
使
用
し
て
い
た

と
い
う
灰
皿
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
ブ
ラ
ン
ド
・

Ｗ
Ｍ
Ｆ
社
の
協
力
を
得
て
、
１
９
０
６
年
の
同
社
の
カ
タ
ロ
グ
に
カ
ー

ド
ト
レ
イ
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

第
二
展
示
室
で
展
開
し
た「
観
潮
楼
を
飾
っ
た
も
の
た
ち
」で
は
、
絵

画
や
書
、
記
念
品
な
ど
を
一
挙
に
展
示
し
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
多
く
の

絵
画
や
書
を
展
示
す
る
機
会
は
こ
れ
ま
で
殆
ど
な
く
、
圧
巻
の
迫
力
で

し
た
。
鷗
外
の
家
族
が
、
随
筆
な
ど
で
観
潮
楼
に
つ
い
て
の
思
い
出
を

語
る
と
き
、
家
中
に
飾
ら
れ
て
い
た
絵
画
や
書
を
基
軸
と
し
て
記
憶
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
展
示
し
て
眺
め
見
る
こ
と
で
、

鷗
外
や
家
族
ら
が
見
て
い
た
観
潮
楼
の
風
景
を
共
有
で
き
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
も
の
に
触
れ
る
こ
と
は
そ
こ
に
宿
る
記
憶
に
触
れ
る

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

写真左２点は「観潮楼を飾ったものたち」、右２点は「鷗外が使ったものたち」。　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影：カロワークス

　

こ
の
よ
う
に
一
覧
し
た
こ
と
で
、
微
か
な
が
ら
も
鷗
外
の
も
の
に
対

す
る
態
度
が
垣
間
見
え
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
新
し
い
も
の
や
金

銭
的
価
値
の
高
い
も
の
を
蒐
集
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、

贈
り
主
や
作
者
と
の
関
係
性
や
入
手
に
至
っ
た
経
緯
を
重
視
し
て
、
一

つ
の
も
の
を
大
切
に
使
用
し
て
い
た
鷗
外
の
姿
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
の
鷗
外
生
誕
１
６
０
年
・
没
後
１
０
０
年
を
前
に
、
本
展

を
準
備
・
開
催
す
る
こ
と
で
、
当
館
の
所
蔵
資
料
の
中
で
も
存
在
感
を

放
つ
鷗
外
旧
蔵
品
に
つ
い
て
、
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

展
覧
会
期
間
中
に
開
催
を
予

定
し
て
い
た
関
連
講
演
会
と
展

示
解
説
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
発
令
を
受
け
全
て
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

新
た
に
開
設
し
た
記
念
館

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
展

示
解
説
動
画
と
半
田
昌
之
氏
講

演「
鷗
外
と
た
ば
こ
〜
明
治
の

文
豪
と
嗜
好
品
〜
」を
配
信
し

ま
し
た
。
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の

強
み
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
資

料
を
撮
影
し
て
紹
介
で
き
る
こ
と
で
す
。
展
示
解
説
動
画
で
は
、
そ
の

利
点
を
生
か
し
た
映
像
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い（YouTube

に
つ
い
て
は
、
７
頁
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
）。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
落
ち
着
か
な
い
日
々
に
あ
り
な

が
ら
も
、
本
展
の
開
催
を
楽
し
み
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
同
時
開
催
（
７
月
１
日
〜
７
月
31
日
）

　

当
館
で
は
毎
年
、鷗
外
忌
（
鷗
外
の
命
日
）
に
あ
た
る
７
月
の
一
ヶ

月
間
、
鷗
外
「
遺
言
書
」
の
原
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
鷗
外
が

亡
く
な
る
３
日
前
の
大
正
11
年
７
月
６
日
、
鷗
外
が
口
述
す
る
遺
言

を
、
親
友
の
賀
古
鶴
所
が
筆
記
し
ま
し
た
。「
余
ハ
石
見
人
森
林
太
郎

ト
シ
テ
死
セ
ン
ト
欲
ス
」
と
い
う
一
節
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

死
生
観
と
い
う
言
葉
に
注
目
が
集
ま
る
昨
今
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

巻
頭
コ
ラ
ム　

西
升
子
の
こ
と
ど
も          　
　
　
　

川
崎  

勝 （
武
蔵
野
大
学
客
員
教
授
）

YouTubeで配信した展示解説動画

　

西
升
子
は
、
今
年
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
七

日
、
没
後
一
〇
〇
年
を
迎
え
る
。

　

升
子
の
生
き
様
は
、「
西
升
子
日
記
」と「
西
周
日

記
」に
垣
間
見
ら
れ
る「
舛
子
」（
周
は
一
貫
し
て

「
舛
子
」と
記
す
）の
記
事
、
二
冊
の
歌
集『
磯
菜
集
』、

『
も
も
よ
ぐ
さ
』（
と
も
に
編
者
の「
小
伝
」を
付
す
）

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

升
子
は
、
一
八
四
一
年（
天
保
十
二
）十
二
月
十

日
、
医
師
石
川
有
節
、
通
子
の
二
女
と
し
て
、
江

戸
築
地
に
生
ま
れ
、
幼
名
を「
み
ち
」と
い
う
。
四

歳（
数
え
年
）で
母
と
死
別
し
、
一
八
五
四
年（
嘉
永

七
）二
月
七
日
、
隣
家
の
大
垣
藩
主
戸
田
采
女
正
家

の
御
小
姓
見
習
と
な
り
、
御
奥
右
筆
の
勧
め
で「
日

記
」を
付
け
は
じ
め
、
奥
方
か
ら「
蔦
次
」の
名
を
も

ら
う
。
一
八
五
九
年（
安
政
六
）三
月
二
十
五
日
、

蕃
書
調
所
教
授
手
伝
並
の
西
周
と
結
婚
、
升
子
一

九
歳
、周
三
一
歳
。一
八
六
二
年（
文
久
二
年
）六
月
、

周
を
オ
ラ
ン
ダ
留
学
へ
送
り
出
し
た
升
子
は
、
翌

年
、
糸
魚
川
藩
主
松
平
出
雲
守
の
ゑ
い
姫
の
守
役

と
な
り
、
奥
方
か
ら「
升
子
」と
命
名
さ
れ
る
。

　

升
子
と
周
と
の
間
に
は
子
供
は
な
く
、
林
洞
海

の
子
紳
六
郎
を
養
子
に
迎
え
た
。
さ
ら
に
周
が
京

都
滞
在
中
に
渡
辺
米
と
の
間
に
儲
け
た
勃
平
を
引

き
取
り
育
て
る
。
途
中
勃
平
が
再
三
の
悪
行
を
な

し
、
遂
に
は
周
が
激
怒
し
て
勘
当
を
言
い
出
し
た

と
き
に
も
、
そ
の
始
末
に「
母
」と
し
て
飛
び
回
る

さ
ま
が
、「
西
周
日
記
」に
見
え
る
。
そ
の
上
、
子

供
の
こ
ろ
か
ら
、「
本
読
事
、三
味
線
、琴
、針
仕
事
」

に
熟
し
、
洋
餐
料
理
も
素
人
は
だ
し
で
あ
っ
た
と

い
い
、
兄
相
沢
朮
の
も
と
に
和
歌
に
親
し
み
、
佐

佐
木
弘
綱
、
信
綱
に
師
事
、
ま
た
華
道
に
も
精
通

す
る
な
ど
、
多
彩
な
生
活
を
送
っ
た
。

　

さ
て
、
本
誌
の
読
者
た
め
に
、
升
子
と
森
林
太
郎

と
の
出
会
い
と
途
絶
、
関
係
修
覆
を
見
て
お
こ
う
。

　

一
八
七
二
年（
明
治
五
）、
一
〇
歳
の
林
太
郎
は
、

父
静
男
に
連
れ
ら
れ
て
上
京
、
西
家
を
訪
れ
、
升

子
と
初
め
て
出
会
い
、
一
時
西
の
家
に
居
住
す
る
。

　
「
西
升
子
日
記
」に
は
、
林
太
郎
の
こ
と
は
全
く

見
ら
れ
な
い
が
、「
西
周
日
記
」か
ら
は
、
林
太
郎

と
升
子
と
の
接
触
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
は
、
一
八
八
四
年（
明
治
十
七
）六
月
十

五
日「
此
日
森
林
太
郎
招
ア
リ
、
お
舛
参
ル
」。
ド

イ
ツ
留
学
拝
命
の
報
告
の
宴
に
招
か
れ
た
も
の
で
、

周
は
所
用
で
、
升
子
一
人
が
千
住
に
赴
い
た
。
出

発
前
に
は
林
太
郎
自
身
が
西
家
を
訪
れ
て
い
る
。

　

そ
の
二
は
、
林
太
郎
が
帰
国
し
た
一
八
八
八
年

（
明
治
二
十
一
）九
月
八
日
、「
四
時
過
、
石
黒
忠
悳
、

森
林
太
郎
、帰
朝
、迎
に
夫
婦
に
て
停
車
場
に
至
り
、

相
見
て
直
ニ
帰
る
」と
、
夫
婦
揃
っ
て
新
橋
駅
ま
で

出
迎
え
て
い
る
。
さ
ら
に
十
日
に
は「
舛
子
、
午
後
、

千
住
森
氏
を
訪
ひ
、
林
太
郎
之
帰
京
を
賀
し
、
且
、

赤
松
と
之
縁
談
を
申
込
む
、
彼
方
よ
り
の
返
答
を

申
置
く
」と
あ
る
。
林
太
郎
に
期
待
し
て
、
西
家
で

は
、
オ
ラ
ン
ダ
留
学
以
来
の
友
人
赤
松
則
良
の
娘

で
、
一
時
養
女
と
し
て
い
た
登
志
子
と
の
縁
談
を

進
め
て
い
た
。
こ
の
縁
談
と
直
後
に
発
覚
す
る「
舞

姫
」と
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
こ
こ
で
は
触
れ
る
必
要
は
な
か
ろ
う（
私
の
見

解
は「
翻
刻
と
誤
読―

「
西
周
日
記
」の
翻
刻
を
め
ぐ
っ
て

―

」『
南
山
経
済
研
究
』第
30
巻
第
１
号
、
二
〇
一
五
年
六

月
、
を
参
照
）。

　

林
太
郎
と
登
志
子
の
離
婚
以
後
、
西
と
林
太
郎

の
接
点
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
た
だ
、
一
八
九
七

年（
明
治
三
十
）一
月
三
十
一
日
の
周
の
死
後
、
紳

六
郎
が
林
太
郎
に『
西
周
伝
』を
依
頼
し
た
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
周
の
最
晩
年
に
は
修
復

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
西
周
の
一
周
忌
に
、

林
太
郎
は「
西
周
氏
逮
夜
の
筵
に
紅
葉
館
に
赴
」

（
鷗
外
日
記
）い
て
い
る
。『
西
周
伝
』は
、「
明
治
三

十
年
三
月
に
起
稿
し
、
同
年
十
月
に
竣
功
」さ
れ
、

『
西
周
伝
未
定
稿
』と
し
て
、
近
親
者
に
配
布
さ
れ

た
。
翌
年
八
月
四
日
に
訂
正
が
始
め
ら
れ
、
十
一

月
に
刊
行
さ
れ
た
。
訂
正
開
始
の
四
日
前
に
は
、

「
西
後
室
来
る
」と
あ
る（
同
）。

　

升
子
は
、「
三
十
一
年
十
一
月
森
林
太
郎
君
の
編

纂
を
こ
ひ
し
背
の
君
の
伝
の
成
れ
る
時
」と
し
て

「
ま
し
ゝ
世
を
思
ひ
浮
か
べ
て
く
り
か
へ
し
巻
か
へ

し
て
も
読
む
夕
べ
か
な
」と
詠
ん
だ
。

　

一
方
、
林
太
郎
は
、
升
子
の
古
希
の
宴
席
で
配

ら
れ
た
、『
磯
菜
集
』に
序
文
を
寄
せ
た
。

　

お
の
れ
若
か
り
し
日
始
て
都
に
出
で
て
、

西
周
ぬ
し
の
家
に
あ
り
き
。
神
田
西
小
川
町

な
る
長
屋
門
あ
る
家
の
、
玄
関
と
応
接
所
と

の
間
の
部
屋
に
起
臥
し
て
、
日
ご
と
に
本
郷

壱
岐
坂
な
る
進
文
学
社
と
い
ふ
学
校
に
行
き

通
ひ
ぬ
。
か
く
て
月
日
を
経
る
程
に
、
学
問

は
周
ぬ
し
の
教
導
を
受
け
し
こ
と
多
く
、
操

行
は
夫
人
升
子
の
君
の
訓
戒
を
蒙
り
ぬ
る
事

数
〻
な
り
。
当
時
夫
人
の
善
く
家
を
治
め
深

く
人
を
愍
み
給
ふ
を
ば
、
見
聞
し
て
知
れ
り

し
か
ど
、
そ
の
暇
に
筆
硯
に
さ
へ
親
み
ま
さ

ん
と
は
思
ひ
掛
け
ざ
り
け
り
。
あ
は
れ
此
磯

菜
集
の
中
な
る
み
歌
ど
も
よ
。…

…

さ
れ
ば

お
の
れ
が
若
か
り
し
日
、
夫
人
の
徳
行
を
の

み
仰
ぎ
ま
つ
り
て
、
そ
の
文
藻
を
崇
み
ま
つ

る
に
至
ら
ざ
り
し
は
、
夫
人
の
み
心
を
識
り

ま
つ
る
こ
と
猶
浅
か
り
し
に
こ
そ
。…

…

　

一
九
一
〇
年（
明
治
四
十
三
）五
月
二
十
九
日
、

「
西
升
子
七
十
の
賀
筵
に
水
交
社
に
ゆ
く
」と
記
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
晩
年
の
関
係
は
良
好
で

あ
り
、
升
子
へ
の
敬
慕
の
情
が
伺
え
る
。

（
１
）「
西
升
子
日
記
」（
川
崎
勝
解
読
、『
南
山
経
済
研
究
』

第
14
巻
第
１
・
２
号
、
一
九
九
九
年
九
月
）

（
２
）「
西
周
日
記
」明
治
十
五
年
〜
十
九
年（
大
久
保
利
謙

解
読
、『
西
周
全
集
』第
三
巻
、
宗
高
書
房
、
一
九
六

六
年
）、「
西
周
日
記
」明
治
二
十
年
〜
二
十
七
年（
川

崎
勝
解
読
、『
南
山
経
済
研
究
』14―

３
〜
36―

１

（
断
続
的
）、二
〇
〇
〇
年
二
月
〜
二
〇
二
一
年
六
月
）

「
鷗
外
」の
文
章
は
、『
鷗
外
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一

九
七
五
年
）川崎 勝　

かわさき・まさる

1942年東京生れ。専門分野、
日本近代史。共編著：『馬場
辰猪全集』『植木枝盛集』『福
澤諭吉書簡集』（岩波書店）、
『津田真道全集』『津田真道 研
究と伝記』（みすず書房）、『馬
場辰猪 日記と遺稿』（慶應義
塾大学出版会）など。現在、新
『西周全集』編集委員。

ま
す  

こ

（
１
）

（
２
）

ゆ
う
せ
つ

み
ち  

こ

つ
た  

じ

お
け
ら

左から升子、周、勃平　撮影年月日不詳
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開
催
中
の
展
覧
会

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

「
生
誕
１
１
０
年
・
没
後
30
年  

   
森
類

   ―
ペ
ン
を
執
っ
た
鷗
外
の
末
子
」 

                                   

開
幕
！

会
期
● 

２
０
２
１
年

              

９
月
17
日（
金
）―

12
月
27
日（
月
）

　
﹇
会
期
中
の
休
館
日
﹈ 

10
月
26
日（
火
）、
11
月
24
日（
水
）

会
場
● 

文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館  

展
示
室
２

開
館
時
間
● 

10
時
〜
18
時 （
最
終
入
館
は
17
時
30
分
）

観
覧
料
● 

一
般
３
0
0
円

　
　
　
　

  （
20
名
以
上
の
団
体
：
２
４
０
円
）

※
中
学
生
以
下
無
料
、
障
害
者
手
帳
ご
提
示
の
方
と
介
護
者

　

１
名
ま
で
無
料

※

文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
入
館
券
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
押
印
入
）、

　

友
の
会
会
員
証
ご
提
示
で
２
割
引
き

※

そ
の
他
各
種
割
引
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
細
は
記
念
館
Ｈ
Ｐ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
本
展
覧
会
の
最
新
情
報
は
記
念
館
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

標
題
の
と
お
り
、『
森
鷗
外
宛
書
簡
集
４〈
か

―

こ
〉編
』を
よ
う
や
く
お
届
け
で
き
る
は
こ
び

と
な
り
ま
し
た
。
七
月
九
日
の
鷗
外
忌
刊
行
を

目
指
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
作
業
が
遅
れ
、
目

標
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
こ
と
、
お
待
ち

く
だ
さ
っ
て
い
た
皆
様
に
は
深
く
お
詫
び
申
上

げ
ま
す
。

　

今
回
は
か
行
の
差
出
人
に
よ
る
書
簡
集
と
い

う
こ
と
で
、
河
井
酔
茗
・
河
東
碧
梧
桐
・
北
原

白
秋
・
木
下
杢
太
郎
や
、（
郡
司
）成
忠
・
露
伴
・

延
・
成
友
の
幸
田
一
族
な
ど
、毎
号
な
が
ら
ビ
ッ

グ
ネ
ー
ム
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
白
秋

の
葉
書
は
全
集
逸
文
で
す
し
、
こ
ち
ら
は
全
集

に
収
め
ら
れ
て
い
る
露
伴
の
葉
書
に
も
、
鷗
外

宛
の
通
信
文
の
前
に
、
抹
消
さ
れ
た
別
の
人
物

宛
の
通
信
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て

驚
愕
。
ほ
か
に
も
俳
優
の
上
山
草
人
、
医
学
者

の
呉
秀
三
、
鷗
外
と
つ
な
が
り
の
深
い
小
池
正

直
、
政
治
家
の
近
衛
篤
麿
、「
沙
羅
の
木
」に
曲

を
つ
け
た
作
曲
家
の
小
松
耕
輔
ら
、
鷗
外
を
め

ぐ
る
文
化
圏
の
広
が
り
を
示
す
書
簡
ば
か
り

で
、
本
号
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
差
出
人
の
顔
ぶ
れ
に
か
ん
が
み

て
、
芥
川
龍
之
介
と
近
世
近
代
の
俳
文
学
に
深

い
造
詣
を
有
す
る
伊
藤
一
郎
さ
ん
、
日
本
漢
詩

文
の
研
究
者
で
、
鷗
外
に
つ
い
て
も
お
詳
し
い

合
山
林
太
郎
さ
ん
、
近
世
か
ら
近
代
の
芸
能
史

を
専
門
と
さ
れ
る
川
下
俊
文
さ
ん
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
翻
刻
注
釈
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
号
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説

論
考
に
も
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

コ
ラ
ム　

掌
の
な
か
に
明
治
が
あ
る

　

    ―

『
森
鷗
外
宛
書
簡
集
４〈
か―

こ
〉編
』発
刊
に
寄
せ
て―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
口
智
之 （
監
修
者
・
東
京
大
学
准
教
授
）

　
「
細
木
香
以
」で「
芥
川
氏
の
所
蔵
」と
さ
れ

る
、
香
以
の
父
ら
が
相
州
海
浜
に
遊
ん
だ
お
り

の
、
美
麗
な
紀
行
絵
巻
を
め
ぐ
る
新
事
実
と

は
？　

ま
だ
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
暑
中
休
暇
で

故
郷
鶴
岡
に
帰
省
し
て
い
た
小
池
正
直
が
、
同

窓
の
鷗
外
に
送
っ
た
漢
文
の
手
紙
の
内
容
は
？

島
村
抱
月
・
松
井
須
磨
子
の
芸
術
座
に
対
抗
し
、

長
い
九
州
・
台
湾
巡
業
に
出
た
上
山
草
人
が
、

旅
先
か
ら
鷗
外
に
伝
え
た
巡
業
の
様
子
と
は
？

書
簡
を
発
端
に
謎
が
解
き
明
さ
れ
、
そ
れ
が
さ

ら
な
る
謎
を
呼
ぶ
、
こ
れ
こ
そ
資
料
・
注
釈
研

究
の
醍
醐
味
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
研
究
に
従
っ
て
い
る
と

い
つ
も
思
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
肉
筆
資
料
の

翻
字
は
た
だ
無
心
に
楽
し
い
。
筆
蹟
に
残
る
書

き
手
の
息
づ
か
い
を
感
じ
な
が
ら
、
彼
ら
彼
女

ら
と
鷗
外
と
の
交
流
の
さ
ま
に
一
文
字
づ
つ
ふ

れ
て
ゆ
く
の
は
、
ま
さ
に
わ
く
わ
く
と
心
躍
る

瞬
間
で
す
。
今
回
は
書
簡
の
本
文
面
だ
け
で
な

く
、
封
筒
表
裏
ま
で
含
む
す
べ
て
の
影
印
を
掲

載
で
き
、
ま
た
わ
た
く
し
た
ち
の
翻
字
作
業
の

様
子
も
少
し
だ
け
記
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、

鷗
外
が
受
取
っ
た
手
紙
を
そ
の
ま
ま
肉
筆
で
読

む
と
い
う
体
験
を
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ま
に
も
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

明
治
は
け
っ
し
て
遠
く
な
い
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
を
手
に
さ
れ
た
み
な
さ
ま
の
掌

裡
か
ら
、
い
ま
も
色
あ
ざ
や
か
に
立
ち
の
ぼ
っ

て
い
る
の
で
す
。

展
示
会
場
か
ら

　

昭
和
25
年
、
39
歳
の
類
は
前
年
末
に
出
版
社
を
退
職
し
、
妻
と
４
人
の
子
供
を
抱
え
て
経
済
的
に
苦
し
い
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
日
記
を
紐
解
く
と
、
家
族
と
の
慎
ま
し
い
暮
ら
し
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
読
書
に
勤

し
み
、
こ
れ
ま
で
書
き
溜
め
た
詩
や
小
説
を
歌
人
の
斎
藤
茂
吉
や
會
津
八
一
な
ど
に
見
せ
、
積
極
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

４
月
28
日
、
類
は
妻
・
美
穂
と
義
母
・
安
宅
福
美
を
伴
っ
て
詩
人
・
佐
藤
春
夫
を
訪
ね
、
自
作
の
詩
４
編（『
夏
』

『
叢
の
壺
』『
少
女
』『
死
』）の
講
評
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち『
少
女
』と『
死
』は
、
武
者
小
路
実
篤
主

宰
の
雑
誌「
向
日
葵
」創
刊
号（
昭
和
22
年
１
月
）に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
初
め
て
公
と
な
っ
た
類
の
文
学
作
品

で
す
。

　

鷗
外
を
敬
愛
し
て
い
た
春
夫
は
、
類
の
詩
に
つ
い
て「
貴
方
の
詩
は
お
父
様
の
血
を
う
け
て
、
地
味
な
ロ
マ
ン

チ
シ
ズ
ム
」と
評
価
し
、
沢
山
創
作
す
る
よ
う
助
言
し
て
い
ま
す
。
日
記
に
類
の
感
想
は
特
に
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
春
夫
の
言
葉
を
丁
寧
に
書
き
留
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
類
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
言
葉
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
更
に
春
夫
は
、「
文
学
に
才
能
が
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
晩
成
の
や
う
に
思
ひ
、
き
つ
と
面
白
い
も
の
が

出
来
る
と
思
ふ
の
で
楽
し
み
に
待
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
勉
強
し
て
下
さ
い
」と
類
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
類
の
詩
作
は
長
く
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
小
説
、
そ
し
て
エ
ッ
セ
ー
と
活
躍
の
場
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　

類
は
後
に
、
春
夫
が「
鷗
外
の
末
子
と
し

て
丈
で
な
く
、（
中
略
）理
解
の
あ
る
心
の
つ

な
が
り
を
持
つ
て
」接
し
て
く
れ
て
い
た
と

エ
ッ
セ
ー
に
綴
っ
て
い
ま
す（
類『
万
喧
嘩
引

受
処
』）。
こ
の
日
記
に
記
さ
れ
た
春
夫
の
言

葉
か
ら
も
、
春
夫
が
類
と
そ
の
作
品
に「
心

の
つ
な
が
り
を
持
つ
て
」接
し
て
い
た
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
資
料
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
生
誕

１
１
０
年
・
没
後
30
年  

森
類―

ペ
ン
を

執
っ
た
鷗
外
の
末
子
」に
展
示
し
て
い
ま
す
。

森
類
自
筆 『
昭
和
二
十
五
年
日
記 

』　　
　
　
　
　
　

       

【
館
蔵
】

あ
た
か

　

書
中
の「
短
歌
会
例
会
」（
５
月
８
日
付
）、「
四

日
之
例
会
」（
12
月
２
日
付
）は
、
鷗
外
が
居
宅
・

観
潮
楼
で
開
い
て
い
た
歌
会
の
こ
と
で
す
。
明

治
40
年
４
月
か
ら
同
43
年
４
月
に
か
け
て
お
お

む
ね
毎
月
第
一
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
貌
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
開
催
時
に

は
、
事
前
に
案
内
状
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

差
出
人
の
木
下
杢
太
郎（
１
８
８
５‐

１
９
４
５

年
、本
名
・
太
田
正
雄
）は
、当
時
東
京
帝
国
大
学

医
科
大
学
の
学
生
で
、
詩
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

歌
会
は
東
京
新
詩
社
の
与
謝
野
寛
、
ア
ラ
ラ

ギ
の
伊
藤
左
千
夫
、
竹
柏
会
の
佐
佐
木
信
綱
を

招
き
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
、
や
が
て
そ
れ
ぞ
れ

の
結
社
か
ら
若
手
の
歌
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

各
々
が
決
め
ら
れ
た
兼
題
で
短
歌
を
詠
み
、
そ

れ
ら
を
清
書
し
た
も
の
が
回
覧
さ
れ
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
各
自
が
良
い
短
歌
を
選
び
、
高
い
点

を
と
っ
た
短
歌
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
杢
太
郎

は
初
め
て
参
加
し
た
同
41
年
10
月
３
日
の
歌
会

で
、「
十
月
は
枯
草
の
香
を
か
ぎ
つ
つ
も
チ
ロ
ル
を
越
え
て
イ
タ
リ
ヤ
に
入
る
」と
い
う
ゲ
ー
テ『
伊
太
利
紀
行
』

に
な
ぞ
ら
え
た
短
歌
を
詠
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　

杢
太
郎
は
そ
の
後
、
同
42
年
１
か
ら
４
月
の
歌
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
杢
太
郎
が
欠
席

を
知
ら
せ
た
５
月
８
日
の
歌
会
は
、『
鷗
外
日
記
』等
か
ら
は
開
催
が
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
12
月
４
日
の
歌

会
は
、『
鷗
外
日
記
』に
よ
る
と
佐
佐
木
信
綱
、
平
野
久
保
、
吉
井
勇
の
３
名
の
み
が
参
会
し
ま
し
た
。

　

紹
介
し
た
葉
書
は
、『
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
所
蔵  

森
鷗
外
宛
書
簡
集
４
』（
新
刊
、
詳
細
は
６
頁
参
照
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
参
考
文
献
：
八
角
真『
観
潮
楼
歌
会
の
全
貌―

そ
の
成
立
と
展
開
を
め
ぐ
っ
て―

』（「
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
」

第
１
冊　

昭
和
37
年
12
月
）、
佐
々
木
信
綱『
雲
中
語
と
観
潮
楼
歌
会
の
思
ひ
出
』（『
近
代
作
家
追
悼
文
集
成
』

７
巻  

稲
村
徹
元
監
修  

ゆ
ま
に
書
房  

平
成
５
年
２
月
再
版
）、
木
下
杢
太
郎『
森
鷗
外
先
生
に
就
い
て
』（『
芸

林
閒
歩
』木
下
杢
太
郎
著  

岩
波
書
店  

昭
和
11
年
６
月
）

木
下
杢
太
郎
筆
鷗
外
宛
葉
書

明
治
42
年
５
月
８
日
付 

【505221

】（
右
）

同
年
12
月
２
日
付 

【505222

】（
左
）

き
の
し
た
も
く 

た 

ろ
う

、

　

現
在
開
催
中
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で
は
、
生

誕
１
１
０
年
・
没
後
30
年
を
迎
え
た
鷗
外
の
三

男
・
類
の
生
涯
と
文
筆
活
動
を
、
当
館
が
所
蔵

す
る
約
６
４
０
０
件
の
森
類
旧
蔵
資
料
か
ら
選

り
す
ぐ
っ
て
展
覧
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
章
で
は「
鷗
外
と
ボ
ン
チ
コ（
注
：
類
の

愛
称
）」、「
絵
画
を
学
び
に
フ
ラ
ン
ス
へ
」な
ど

６
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
、
類
が
書
き
残
し
た

日
記
、
書
簡
を
中
心
に
類
の
生
涯
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
会
場
に
は
類
の
80
年
の
生
涯
を
ま
と

め
た
年
譜
、
家
族
や
交
友
関
係
を
示
し
た
人
物

相
関
図
も
パ
ネ
ル
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

第
二
章
で
は
当
館
が
所
蔵
す
る
類
の
自
筆
原

稿
を
ケ
ー
ス
い
っ
ぱ
い
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

発
表
、未
発
表
を
問
わ
ず
、多
く
の
原
稿
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
見
ご
た
え
の
あ
る
原

稿
を
選
び
ま
し
た
。
類
の
丁
寧
な
筆
致
、
繰
り
返

し
加
筆
修
正
し
て
い
る
臨
場
感
、
そ
し
て
類
の

文
体
そ
の
も
の
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

10
代
か
ら
絵
画
を
学
び
、
30
代
か
ら
本
格
的

に
文
筆
活
動
に
取
り
組
ん
だ
類
は
、
生
涯
を
通

じ
て
表
現
を
続
け
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
現
在
、
類
の
著
書
は
絶
版
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
類
の
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
方
が

ほ
と
ん
ど
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
展
を
き
っ
か

け
に
、
表
現
者
と
し
て
の
類
に
注
目
し
て
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

同
時
開
催

コ
ー
ナ
ー
展
示

「
於
菟
、
茉
莉
、
杏
奴―

類
の
兄
姉
」

展
示
期
間　

９
月
17
日（
金
）〜
12
月
27
日（
月
）

　
　
　
　
　

の
開
館
日

　

展
示
解
説

当
館
２
階
講
座
室
に
て
当
館
学
芸
員
が
展
示
解

説
を
行
い
ま
す
。

日
時　

２
０
２
１
年
10
月
６
日（
水
）、

　
　
　

11
月
３
日（
水
・
祝
）、
12
月
１
日（
水
）

　
　
　

い
ず
れ
も
14
時
〜（
30
分
程
度
）

定
員　

先
着
15
名

※

申
込
不
要
、
当
日
の
展
示
観
覧
券
が
必
要

で
す
。
直
接
講
座
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

（
開
場
13
時
30
分
）。
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モ
リ
キ
ネ
セ
ッ
ト
の
ひ
と
つ「
シ
ュ
ラ
ウ
フ
ェ
」

に
添
え
て
い
る
フ
ル
ー
ツ
プ
レ
ザ
ー
ブ
は
、
旬
の

果
物
な
ど
季
節
に
合
わ
せ
た
食
材
を
選
ん
で
作
っ

て
い
ま
す
。
７
、
８
月
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や
マ
ン

ゴ
ー
の
黄
色
が
鮮
や
か
な
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
プ
レ

ザ
ー
ブ
が
登
場
し
ま
し
た
。
仕
上
げ
に
使
用
し
た

コ
コ
ナ
ッ
ツ
が
、
さ
ら
に
夏
ら
し
さ
を
引
き
出
し

ま
し
た
。
現
在
は
み
ず
み
ず
し
い
梨
を
使
用
し
た

プ
レ
ザ
ー
ブ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
色
付

け
に
入
れ
た
グ
リ
ー
ン
レ
ー
ズ
ン
が
ア
ク
セ
ン
ト

に
な
り
、
味
だ
け
で
な
く
見
た
目
も
引
き
立
て
て

い
ま
す
。
ま
た
、
７
月
よ
り
単
品
で
バ
ニ
ラ
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
島
根
県
津
和

野
町
の
食
材
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
期
間
限
定

（
10
〜
12
月
）で
始
ま
り
ま
す
。
ピ
ク
ル
ス
や
プ
レ

ザ
ー
ブ
、
他
に
も
津
和
野
の
名
産
品
を
ア
レ
ン
ジ

し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。
短
い
期

間
で
す
が
是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

活
動
報
告

　

７
月
６
、
７
日
に
七
夕
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。
毎
年
当
館
前
に
笹
と
短
冊
を
用
意
し
て
、
来

館
者
や
通
り
す
が
り
の
方
が
、
自
由
に
願
い
事
を

書
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
１
日
目
は
天
気
が

す
ぐ
れ
ず
、
館
内
と
入
口
付
近
で
小
規
模
に
行
い

ま
し
た
。
２
日
目
は
無
事
に
天
気
も
回
復
し
当
館

前
の
大
観
音
通
り
沿
い
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
今

年
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

親
子
連
れ
を
は
じ
め
、
高
校
生
、
会
社
員
、
買

い
物
帰
り
の
方
な
ど
様
々
な
方
が
立
ち
寄
っ
て
く

だ
さ
り
、
思
い
思
い

に
短
冊
に
願
い
を
込

め
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
近
隣
の
学
校
に

通
っ
て
い
る
中
学
受

験
を
控
え
た
小
学
生

数
人
が
、
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
負
っ
て
短
冊

に
願
い
事
を
書
く
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

    

毎
年
恒
例
の

         

七
夕
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

　

７
月
９
日
、
森
鷗
外
記
念
会
主
催
に
よ
る
鷗
外

忌
記
念
集
会
が
東
京
三
鷹
市
の
禅
林
寺
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
鷗
外
没
後
99
年
目
の
１
０
０
回

忌
に
あ
た
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
献
花
の
み
の
厳
か
な
会
で
し
た
。
午
後
２
時

の
開
式
を
前
に
、
森
家
の
墓
前
に
は
様
々
な
方
が

集
ま
り
、
葉
巻
や
お
酒
を
供
え
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
鷗
外
を
偲
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
朝
か
ら
降
っ

て
い
た
雨
が
上
が
り
、
雲
間
か
ら
差
す
一
直
線
の

陽
光
の
下
、
真
っ
白
な
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
着
た
高
校

    

鷗
外
忌
、
墓
前
の
献
花
に
参
加
し
ま
し
た

生
が
鷗
外
の
墓
前
に
献
花
し
ま
し
た
。
そ
の
凛
と

し
た
後
ろ
姿
に
、
１
０
０
回
忌
の
節
目
を
迎
え
た

当
館
職
員
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
へ
背
中
を
押
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。
幅
広
い
世
代
が

静
か
に
思
い
を
寄
せ
た

鷗
外
忌
。
来
年
２
０
２

２
年
は
い
よ
い
よ
鷗
外

没
後
１
０
０
年
を
迎
え

ま
す
。
当
館
で
も
記
念

展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
い
ま
す
の
で
、

ご
一
緒
に
お
祝
い
し
ま

し
ょ
う
。

　

昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
遠
方
か
ら
の
ご

来
館
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
少
し
で
も
当
館
の
活
動
を

お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
た

情
報
発
信
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

Tw
itter

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
よ
り
即
時

性
の
あ
る
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
６
月
に
はYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル

を
開
設
、
第
一
弾
と
し
て
特
別
展「
観
潮
楼
の
逸
品

―

鷗
外
に
愛
さ
れ
た
も
の
た
ち
」の
展
示
解
説
動

画
を
公
開
し
ま
し
た
。ま
た
、開
催
中
止
と
な
っ
た

展
示
関
連
講
演
会「
鷗
外

と
た
ば
こ
〜
明
治
の
文

豪
と
嗜
好
品
〜
」を
講
師

の
半
田
昌
之
氏
ご
協
力

の
も
と
、
無
観
客
に
て
収

録
、
公
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
少
し
ず
つ
イ
ベ

ン
ト
等
の
配
信
を
行
う

予
定
で
す
。
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

    

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
中
！

　
　
　

　

当
館
で
は
、
知
友
か
ら
鷗
外
に
寄
せ
ら
れ
た
書

簡
の
翻
刻
を
紹
介
す
る『
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念

館
蔵   

森
鷗
外
宛
書
簡
集
』を
継
続
刊
行
し
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
新
刊
４〈
か―

こ
〉編
が
発
売
と
な

り
ま
し
た
。発
信
人
名
の
頭
文
字
が「
か
」「
き
」「
く
」

「
こ
」に
あ
た
る
37
名（
全
78
通
）の
鷗
外
宛
書
簡
の

翻
刻
や
各
人
の
略
歴
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
分
野
、

年
齢
、
鷗
外
と
の
関
係
性
も
さ
ま
ざ
ま
な
発
信
人

が
送
っ
た
書
簡
か
ら
は
、
鷗
外
の
人
柄
や
仕
事
、

交
流
の
幅
広
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
号

は
、
全
て
の
書
簡
の
画
像
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

当
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
す
る
ほ

か
、
通
信
販
売
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
発
信
人
名 （
五
十
音
順
）

柿
内
三
郎
、
加
藤
静
児
、
加
藤
弘
之
、
金
杉
英
五
郎
、

金
子
薫
園
、
上
山
草
人
、
河
井
酔
茗
、
川
上
善
兵
衛
、

    『
森
鷗
外
宛
書
簡
集
４
』発
売
中
！

    

通
信
販
売
の
ご
利
用
方
法

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
ご
希
望
の
商
品
名
、
送
料
を
明
記
の
上
、

当
館
宛
に
メ
ー
ル
、
ま
た
は
電
話
で
ご
注
文
く
だ

さ
い
。
確
認
後
、
お
支
払
い
方
法
等
を
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。

※

送
料
は
お
客
様
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。
日
本

郵
便
の
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
３
７
０
円（
ポ
ス
ト
投

函
）も
し
く
は
５
２
０
円（
対
面
で
の
お
渡
し
）で

発
送
い
た
し
ま
す
。
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ

さ
い（
商
品
に
よ
っ
て
は
宅
配
便
を
利
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

　bm
k-info@

m
oriogai-kinenkan.jp

　

 

０
３‐

３
８
２
４‐

５
５
１
１

川
上
眉
山
、
川
島
慶
治
、
川
尻
清
潭
、
河
東
碧
梧
桐
、

北
里
闌
、
北
原
白
秋
、
木
下
杢
太
郎
、
久
保
猪
之
吉
、

久
保
田
鼎
、
久
保
田
米
斎
、
熊
谷
幸
之
輔
、
呉
文
聡
、

呉
秀
三
、
畔
柳
芥
舟
、
桑
木
厳
翼
、
郡
司
成
忠
、

小
池
正
直
、
古
泉
千
樫
、
幸
田
成
友
、
幸
田
延
、

幸
田
露
伴
、
國
分
青
厓
、
小
杉
天
外
、
小
寺
菊
子
、

後
藤
朝
太
郎
、
後
藤
末
雄
、
近
衛
篤
麿
、
小
林
愛
雄
、

小
松
耕
輔

＊
各
人
の
略
歴
、
全
書
簡
の
画
像
を
掲
載
。

○
解
説 （
掲
載
順
）

川
下
俊
文 （
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

　
『
上
山
草
人
と
三
枚
の
葉
書
』

合
山
林
太
郎 （
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
）

　
『
小
池
正
直
の
漢
文
書
簡
を
読
む

                  ―

夏
休
み
中
の
鷗
外
と
の
交
流―

』

出
口
智
之 （
東
京
大
学
准
教
授
）

　
『
幸
田
露
伴
の
書
簡
か
ら

           ―

注
釈
余
蘊
と
肉
筆
資
料
の
愉
し
み―

』

伊
藤
一
郎 
（
東
海
大
学
名
誉
教
授
）

　
『
鷗
外
に
龍
之
介
が
見
せ
た
絵
巻
』

地

域

情

報

　

文
京
区
で
は
、
鷗
外
以
外
に
も
様
々
な
文

化
人
が
居
住
し
た
こ
と
か
ら
、
記
念
年
を
迎

え
る
ゆ
か
り
の
文
化
人
を
年
ご
と
に
顕
彰

す
る「
文
の
京
ゆ
か
り
の
文
化
人
顕
彰
事
業
」

を
展
開
し
、
文
京
区
主
催
の
記
念
講
演
会
や

史
跡
巡
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
言

語
学
者
・
金
田
一
京
助
を
中
心
と
し
た
顕

彰
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
金
田
一
は
、
歌

人
・
石
川　

木
の
親
友
と
し
て
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
３

通
の　

木
筆
鷗
外
宛
書
簡
は
、
い
ず
れ
も　

木
と
金
田
一
が
同
じ
下
宿
先（
文
京
区
内
の

赤
心
館
、
蓋
平
館
別
荘
）に
身
を
置
い
て
い

た
際
に
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。
鷗
外
と
金
田

一
と
の
交
流
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

文
京
区
内
の
ど
こ
か
で
二
人
が
す
れ
違
う

こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る

同
事
業
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
区
内
の
関

連
企
画
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
館
で
も

こ
れ
ま
で
様
々
な
関
連
企
画
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
生
誕
１
１
０
年
・
没
後

30
年
を
迎
え
た
鷗
外
の
三
男
・
森
類
を
顕

彰
対
象
と
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
開
催
し

て
い
ま
す（
詳
細
は
４
頁
参
照
）。

今年度のリーフレット

雨
の
日
、
カ
フ
ェ
の
窓
に
広
が
っ
た
雫
ご
し
に
見
る

庭
の
風
景
も
お
す
す
め
で
す
。

    

こ
れ
ま
で
の
保
存
修
復
資
料
を
紹
介

　
　
　

　

鷗
外
が
親
友
の
賀
古
に
陸
軍
省
入
省
の
決
意
を

伝
え
る
手
紙
。
巻
子
装
。
展
覧
会
に
た
び
た
び
出

品
さ
れ
て
き
た
。
鷗
外
没
後
に
施
さ
れ
た
表
装
に

よ
っ
て
、
原
資
料
に
負
荷
が
か
か
り
折
れ
や
ワ
レ

が
生
じ
、
経
年
に
よ
る
変
色
や
汚
れ
も
目
立
っ
た
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
古
い
裏
打
紙
や
過
去
の

補
修
材
を
取
り
除
き
、
新
た
に
薄
美
濃
紙
で
裏
打

し
、
あ
ら
た
め
て
巻
子
装
に
し
た
。
太
巻
き
添
え

軸
を
利
用
し
て
巻
き
径
を
大
き
く
し
、
保
管
時
の

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

出
兵
兵
士
が
非
常
時
の
た
め
に
携
帯
す
る
食
料

の
基
準
に
つ
い
て
の
考
察
。
一
部
他
筆
あ
り
。
二

つ
折
り
紙
縒
り
綴
じ
。
罫
線
紙
等
に
墨
書
き
、
校

正
箇
所
は
水
溶
性
赤
イ
ン
ク
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

全
体
的
に
折
れ
皺
、
ヨ
レ
が
ひ
ど
く
、
部
分
的
に

塵
埃
・
虫
損
・
欠
損
も
目
立
っ
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
、
損
傷
部
分
に
は
補
填
用
紙
を
設
え
、

フ
ラ
ッ
ト
ニ
ン
グ
を
し
、
脱
酸
性
化
処
理
後
、
ア
ー

カ
イ
ブ
保
存
用
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
に
一

枚
ず
つ
封
入
し
た
。

鷗
外
筆
賀
古
鶴
所
宛
書
簡　

　
　

              　
　

  

明
治
14
年
11
月
20
日
付

                                                                               【401030

】

鷗
外
自
筆
原
稿

「
携
帯
糧
食
審
査
ニ
関
ス
ル
第
一
報
告
」

                                                                   【200208-01,02

】

修復後  　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　   修復前

修復後        　　　　　　　　　　　　　　　　　   　  修復前

　

当
館
で
は
損
傷
や
劣
化
が
み
ら
れ
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
保
存
修
復
処
置
を
し
て
資
料
の
保
全
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
保
存
修
復
処
置
の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。



コレクション展 「生誕110年・没後30年  森類―ペンを執った鷗外の末子」
9月17日（金）～12月27日（月）

２０２1年度後期  文京区立森鷗外記念館  開館カレンダー

開館情報は予告なく変更になる場合があります。
詳しくは当館までお問い合わせください。

8

ね
根津神社

交通案内

印刷物版番号  D０１２１０２９

●電車をご利用の場合
・東京メトロ千代田線  「千駄木」駅  １番出口  徒歩５分
・東京メトロ南北線  「本駒込」駅  １番出口  徒歩１０分
・都営三田線  「白山」駅   A３番出口  徒歩１５分
・JR線・京成線  「日暮里」駅  南口  徒歩１５分

●バスをご利用の場合
・都バス 草63番系統 「千駄木一丁目」下車  徒歩１分
・都バス 上58番系統 「団子坂下」下車  徒歩５分
・B－ぐる千駄木・駒込ルート  「18特養ホーム千駄木の郷」下車  徒歩５分
※一般の駐車場がございませんので、公共交通機関をご利用ください

〒113－0022　東京都文京区千駄木1－23－4　TEL: 03－3824－5511　
URL: https://moriogai-kinenkan.jp 

開館時間　10:00 ～18:00（最終入館は17:30）
休 館 日　毎月第４火曜日（祝日の場合は開館、その他例外あり）、
　　　　　年末年始（12月29日～１月３日）、及び展示替期間、燻蒸期間等

特別展 「写真の中の鷗外（仮称）」
2022年1月9日（日）～ 4月17日（日）

休館日

1月

10月

2月

12月

3月

11月

 

編
集
後
記

　

芸
術
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
そ
し
て
読
書

の
秋
。
９
月
に
入
り
い
よ
い
よ
秋
到
来
で

す
。
今
回
は
当
館
図
書
室
の
ご
利
用
に
つ

い
て
ご
案
内
し
ま
す
。
図
書
室
は
現
在
、

事
前
予
約
制
に
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
図
書
室
を
ご
利
用
の
方
は
、
希

望
日
の
前
日
18
時
ま
で
に
左
記
項
目
を
Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
お
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

・
氏
名（
ふ
り
が
な
）

・
連
絡
先（
緊
急
時
に
連
絡
が
と
れ
る
も
の
）

・
利
用
時
間（
時
間
帯
は
以
下
の
３
枠
か
ら
１
つ

　
　
　

 　
　

お
選
び
く
だ
さ
い
）

　
　
　

①
10
時
15
分
〜
12
時
15
分

　
　
　

②
13
時
15
分
〜
15
時
15
分

　
　
　

③
15
時
30
分
〜
17
時
30
分

・
調
査
内
容（
資
料
名
な
ど
）

※

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
の
場
合
、
当
館
か

　
ら
の
予
約
確
認
メ
ー
ル
を
も
っ
て
予
約
完
了

　
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
案
内
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。 

※

予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
の
日
時
に

　
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

申
込
は
、
１
通
に
つ
き
１
名
様（
お
電
話
・Ｅ

　
メ
ー
ル
ど
ち
ら
か
お
一
人
様
１
通
ま
で
）１

　
日
１
枠
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

来
年
２
０
２
２
年
は
、
鷗
外
生
誕
１
６

０
年
・
没
後
１
０
０
年
の
記
念
の
年
で
す
。

加
え
て
、
当
館
は
開
館
 10
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
当
館
で
は「
鷗
外
１
０
０
年
の
森

へ
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
様
々
な

記
念
事
業
を
展
開
予
定
で
す
。
続
報
を
お

楽
し
み
に
！




